
設立年 ２０１１年 ７月 設立後 満７年 法人登記 ２０１１年 １２月

法人格/ふりがな

代表者氏名 役職

郵便番号

住  所

団体TEL

URL

活動エリア 全県 全国

活動分野（テーマ） 災害救援
保健・医療・

福祉の増進

職業能力開発・

雇用機会拡充
中間支援

役員・会員 役員 理事/監事 ７/１人 16

前年度収入（決算） 千円

e.活動への福島の復興の影響

国・県等の行政機関とも連携体制を構築してきた当団体の強みを活かし、多様化・複雑化する復興現場のニーズと行政施策

とのマッチング・政策提言を通じて、具体的な事業化・制度化を促進していきます。

復興すれば、当団体の役割は終わります。復興の過程を通じ、官民が一体となって（イコールパートナーシップ）地域課題

を解決していくモデルを構築し、全世界に発信していきます。

設立当初より体制を整えており、問題ありません。

c.資金集め（会費・寄付）や自主事業収入について

全収入に対する委託費の割合が大きく、他の収入とのバランスをとることも必要ではないかと考えます。

d.法人格の選択及び認定NPO法人・公益法人取得について

震災後でもあり、時間的な制約もあり一般社団法人となりましたが、選択は間違っていないと思います。

b.理事会や事務局機能、会計・監査機能の整備

地域へのメッ

セージ

ふくしま連携復興センターは、東日本大震災・福島第一原子力発電所事故が投げかけた課題を教訓とし

て、その課題解決に取り組む多様な主体が「新たな価値*」を創造し続けていく、尊厳ある社会・ふくし

まを目指します。

◆いろいろお伺いしました

a.震災から7年を過ぎ、今後への展望

団体概要

（定款・会則による

団体のミッション

等）

当法人は、主に東日本大震災の復興活動において、被災地の復興がより効果的に行われ、早期復興が行わ

れる事を目的とするとともに、その目的を資するため、次の事業を行う。

①災害による被害者の支援を目的とする事業　②災害復興に関わる人材、物資、資金の調整、調達　③高

齢者・障がい者の福祉の増進を目的とする事業　④勤労意欲のあるものに対する就労・起業の支援を目的

とした事業　⑤災害復興と共に地域振興をはかる事業　⑥地域社会の健全な発展を目的とした事業　⑦児

童又は青少年の健全な育成を目的とした事業　⑧前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業

直近3年の主な

事業

（実績）

○被災地の復興や被災者の生活再建などを支援する、さまざまな主体とともに、福島の復興を進めるため

に、支援者同士の連携調整や、情報提供、行政への事業提案など

○全国26箇所に生活再建支援拠点（相談窓口）を設置し、避難されている皆さまの日頃の不安やお悩みご

と、今後の生活に向けた相談対応や交流促進などの活動     ○ふくしま復興応援隊

今年度主な事業

（取組み）

○被災地の復興や被災者の生活再建などを支援する、さまざまな主体とともに、福島の復興を進めるため

に、支援者同士の連携調整や、情報提供、行政への事業提案など

○全国26箇所に生活再建支援拠点（相談窓口）を設置し、避難されている皆さまの日頃の不安やお悩みご

と、今後の生活に向けた相談対応や交流促進などの活動　　　○ふくしま復興応援隊

正会員 個人/団体１６

復興支援活動

天野　和彦 代表理事

活動拠点

所在地

９６０‐８０６２

福島県福島市福島市清明町１‐７　大河原ビル２階

０２４‐５７３‐２７３２ FAX ０２４‐５７３‐２７３３

https://f-renpuku.org/ メールアドレス info@f-renpuku.org

福島県地域活動団体　情報シート  （ 20 1 7年度）　

法人格名 ふくしまれんけいふっこうせんたー

団体名 一般社団法人 ふくしま連携復興センター


